
 

 

 

 

 

■ねらい、出題の内容 

１地理的分野の問題 

【ねらい】世界の諸地域の地図、グラフなどの資料から有用な情報を適切に選択し、効果的に活用する技能をみる問題

です。 

【出題の内容】（１）緯線と経線がそれぞれ等間隔に引かれた世界地図を示し、何度ごとに経線が引かれているか資料

を読み取る問題。（２）世界地図に示した四カ国に共通する内容の選択肢を判断する問題。（３）①二つの都市に共通

する気候名を知識として理解しているかを問う問題。②二つの都市の雨温図を正確に読み取り、地中海性気候の特徴

を降水量という観点に着目させ、思考・判断し表現する力をみる問題。（４）インドの自然環境に関する理解力を問

う問題。（５）①資料の中から必要な情報を的確に読み取れるかを問う問題。②アルゼンチンの産業の特徴を資料か

ら読み取る問題。 

 

２地理的分野の問題 

【ねらい】北海道を題材として、基礎的・基本的な知識や理解の定着をみるとともに、資料から読み取った情報を根拠

として、思考・判断したことを表現する力をみる問題です。 

【出題の内容】（１）地図上に示された緯線と経線の読み方についての理解力を問う問題。（２）①札幌の開発の歴史に

関する理解力を問う問題。②地図から読み取った有用な情報を活用する力を問う問題。（３）亜寒帯（冷帯）に属す

る北海道の気候と自然環境に関する理解力を問う問題。（４）火山活動によって形成されたカルデラについての知識

を問う問題。（５）北海道の農業の特色を、資料から読み取り、思考・判断し表現する力をみる問題。（６）北海道の

産業について、グラフを読み取り、思考・判断し表現する力をみる問題。 

 

３歴史的分野の問題 

【ねらい】近代日本の政治及び経済をテーマに、基本的な知識についての理解力を問いながら、世界の歴史にも

触れ、それぞれに関連する略年表やグラフ・資料より、多面的・多角的に考察し、表現する力をみる問題です。 

【出題の内容】（１）欧米諸国で起きた市民革命と、日本の立憲政治の成立との関連性について理解力をみる問題。（２）

藩閥政治についての理解力を問う問題。（３）大正デモクラシーに影響を与えた吉野作造の思想について理解力を問

う問題。（４）近代日本の中心的な産業である製糸業に関連する三つの資料を読み取り、世界恐慌が日本の経済・社

会にもたらした影響について思考・判断し、表現する力をみる問題。（５）戦時中の日本の政治について、グラフを

読み、表現する力を問う問題。（６）近代日本の政治に関連した年表を読み、各時期に起きた出来事についての理解

力を問う問題。（７）議院内閣制についての知識を問う問題。 

 

４歴史的分野の問題 

【ねらい】古代から近代初期までの歴史を、法令をテーマに様々な選択肢を提示しながら、基本的な知識についての

理解力を問う問題です。 

【出題の内容】（１）①大化の改新についての基礎的な知識を問う問題。②律令国家における役人について基本的な知

識を問う問題。（２）聖武天皇の政治と仏教の関連性に関する基本的な知識を問う問題。（３）御成敗式目について基

本的な理解力を問う問題。（４）豊臣秀吉の行った政策についての基本的な知識を問う問題。（５）選択肢に提示した

各法令を理解し、時代背景を考察しながら時代順に並べられるか、思考力を問う問題。（６）資料に挙げた地券を読

み、地租改正の目的を思考・判断し、表現する力をみる問題。 

 

５公民的分野の問題 

【ねらい】国際問題や環境問題などと関連させながら、現代社会が抱える課題と対策についての基礎的な知識・理解と、

資料から得られる情報を有効に活用し、多面的・多角的に考察する力をみる問題です。 

【出題の内容】（１）平等権について述べた日本国憲法第十四条に関する基礎的知識を問う問題。（２）バリアフリーに

関する基本的な理解力を問う問題。（３）非核三原則に関する意味を理解し、基本的な知識を問う問題。（４）ＵＮＨ

ＣＲの役割に関する理解力を問う問題。（５）ＯＤＡについて、ヨーロッパ５か国と日本の特徴を表したグラフを読

み、日本のＯＤＡの特徴を思考・判断し、表現する力をみる問題。（６）温暖化の原因に関する基本的な知識を問う

問題。（７）地球温暖化防止に向けた現代世界の取り組みを思考・判断し、表現する力をみる問題。 
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６公民的分野の問題 

【ねらい】内閣と内閣総理大臣をテーマとして、国政における国会と内閣の果たすべき役割について、基礎的な知識・

理解を基に、資料を適切に活用して、思考・判断し、表現する力をみる問題です。 

【出題の内容】（１）内閣の役割について、基礎的な知識・理解力を問う問題。（２）政府及び地方公共団体の首長の選

出方法について、基本的な知識を問う問題。（３）立法権を有する内閣について、資料を読み取り思考・判断する力

を問う問題。（４）①政府の行う財政政策に関する理解力を問う問題。②累進課税の意味とその意義について思考・

判断し、表現する力をみる問題。（５）世界の経済や貿易について話し合いをする組織に関して、基本的な知識を問

う問題。 

 

■今後の学習指導のために 

  各大問とも、設定された課題やテーマを軸に、基礎的な知識・理解に基づき、様々な資料を活用しながら思考・判

断したことを表現する力をみることを大きなねらいとしています。これは、学習指導要領において、知識・理解を有

機的に結びつけ、社会的な課題に対処し、解決していく力を育むことを重視しているためです。そのためにも、単元

を通したねらいと明確な評価規準を設定し、生徒の主体的な活動を重視した学習指導を行う中で、基礎的な知識・理

解の着実な定着を図るとともに、資料の適切な活用を通し、思考・判断し、表現する活動を一層充実させることが求

められます。 

 

■まとめ 

  上記のとおり社会科の学習指導では、身に付けた知識・理解を、社会的事象に対する課題の解決に向けて活用した

り、応用したりする力を育むことが求められています。このことを受け、今年度は、全分野において、資料を活用し、

思考・判断・表現することを求める設問をこれまで以上に増やしました。地理的分野では、特に資料の活用能力を重

視し、地中海性気候や北海道の農業及び産業について思考・表現させ、歴史的分野では、古代から近代日本の政治及

び経済について、幅広い時代から基本的な知識を中心に出題し、提示した三つの資料を有機的に活用しながら世界経

済と日本経済の関連性について、思考・判断し表現する力を求めました。また、公民的分野では、国際社会や環境問

題から、現代社会を取り巻く状況を考察させ、国会と内閣の役割を出題し、政治のしくみに関する基本的な知識を問

いながら、租税制度の中心である累進課税について、思考・判断し表現させる設問を取り入れました。 

 

■正解（次頁） 

 

■正答率・部分正答率（％） 

 

 

 

大

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (1) (3) (5)

X Y ① ②

79.2 88.9 89.7 65.0 51.4 59.7 8.4 65.0 22.4 39.0 69.8 60.2 34.8 61.4

38.2 18.4

正答率

部分正答率

番
号 小

５ ６

(2) (4)

大

(1) (2) (4) （1） (3) (4) (5) (6)

① ② ① ① ②

符号 国名

51.4 68.6 52.2 29.1 66.9 48.0 42.6 54.5 81.1 73.0 42.6 60.0 81.6 47.8 37.3

5.5 31.9

正答率

部分正答率

番
号 小

１

(3) (5)

②

2

(2)

大

(1) (2) (3) (4) (5) （6） (7) (2) (3) (4) (5) (6)

① ②

72.3 52.6 67.1 13.8 33.3 31.4 56.2 71.5 45.9 67.3 21.2 75.9 49.5 30.2

14.5 23.3 17.8

正答率

部分正答率

番
号 小

(1)

３ ４




